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Abstract

The rf waveform automatic recording system was developed for the KEK 2.5 GeV 

linac. The system is connected to a LAN, therefore all the klystron output rf waves 

and corresponding phase signals can be monitored, recorded and printed according to 

requests from any stations on the LAN.

K E K 2  • 5 G e V リニアックのクライストロンR F 波形記録システム

1 • 序
電 子 を 安 定 に 加 速 す る た め に は 、 まずR F 源 が 安 定 に 動 作 し て い な け れ ば な ら な い が 、 クラ 

イ ス卜 ロ ン R F 波 形 の 監 視 は 最 も 基 本 的 か つ 、有 効 な R F 源 の 診 断 方 法 で あ る 。

こ の シ ス テ ム は 、К Е К 2 • 5 G  e V リニアッ ク に お い て、従来まで副制御室で監視してい  

た ク ラ イ ス 卜 ロ ン R F 波 形 、加 速 管 出 力 波 形 及 び R F 位 相 波 形 を 主 制 御 室 ま で 伝 送 し 、集中的  

に 監 視 、記 録 す る も の で あ る 。

図 1 • 波形記録システムの構成



2 • システムの概要
電 子 リ ニ ア ッ ク 、陽 電 子 リ ニ ア ッ ク に 計 6 箇所ある副制御室及び主制御室に同軸スイッチを  

設 置 し 、主 制 御 室 - 副 制 御 室 間 に ケ ー ブ ル を 敷 設 し た 。同 軸 ス イ ッ チ を 切 り 替 え 、対象とする 
ク ライス卜 ロ ン の 信 号 を 選 択 し 、パーソナルコンピューター及びデジ夕ルオシロスコーブによ  

り 構 成 さ れ る モニタステーションにて処理することができる。
こ の モ ニ タ ス テ ー シ ョ ン は 、 D S  — L I N K と呼ばれるローカルエリアネッ卜ワークに接続  

さ れ ており、 D S — L I  N  К上 の 他 の ス テ ー シ ョ ン か ら の 要 求 に 応 じ て 波 形 デ 一 夕 を 収 集 し 、 

D S - L I N Кサ ー バ の 管 理 す る ハ ー ド デ ィ ス ク に 書 き 込 ん だ り 、記録ずみのデータをプロッ  

夕 に出力したり す る こ と が で き る 。

また、他 の ス テ ー シ ョ ン で は 、ハードディスクから任意のデータを読み出してディスブレイ  

上 に 波 形 を 表 示 さ せ る こ と も で き る 。 さらに、オシロスコープにはテレビカメラが装着されて  
お り 、 СA T V を利用 す れ ば ど こ で で も 、 1 つ の 波 形 を 連 続 的 に 監 視 す る こ と が 可 能 で あ る。

3 • 波形の記録
モ ニ タ ステー シ ョンでは 他 の ス テ ー シ ョン よ り発行された”波 形 記 録 ” の 命 令 を 受 け 取 る と 

そ の 動 作 を 開 始 す る 。先 に 述 べ た よ う に 同 軸 ス イ ッ チ 、位相調整器を操作してクライス卜ロン  
を 選 択 し 、出 力 R F 波 形 、位 相 波 形 、反 射 波 形 と 、順 次 記 録 し て い く 。

波 形 デ ー タ の 記 録 は セ ク タ 単 位 で 行 な い 、 ク ラ イ ス ト ロ ン8 本 分 の デ ー タ で 1 つのファイル  

が 構 成 さ れ る 。デ ータフ ァ イ ル の 管 理 を 容 易 に す る た め、D S  — L I N K サーバのハードディ  

ス ク に セ ク タ 毎 に サブディレク卜リを用意し、データファイルのファイル名は日付を表わす数  

字 と し た 。記 録 シ ス テ ム 完 成 後 は 、 1 日 に 1 回は全セクタの波形を記録することが予定されて  
お り 、デ ー タ フ ァ イ ル は 1 日 に 少 な く と も 6 つ ず つ 増 え る こ と に な り 、管理が困難になること  

が 予 想 さ れ た 。 この問題は、 フ ァ イ ル 管 理 用 の フ ァ イ ル （イ ン デ ッ ク ス フ ァ イ ル ）を作ること 

で 解 消 し た 。そ の内容は、デ ー タ フ ァ イ ル の フ ァ イ ル 名 を 記 録 し て い き 、ファイルの有無を速  
や か に 確 認 で き る よ う に し た も の で あ る 。

モニタステーションの パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ は オ シ ロ ス コ ー ブ 、プ ロ ッ タ を 、 それぞ れG  

P - I B ,  R S  2 3 2 Сを 介 し て 直 接 制 御 し て い る が 、同 軸 ス イ ッ チ 、位 相 調 整 器 の 操 作 は 、 
2 . 5 G e V リ ニアックの通信ネッ卜ワークであるL O O P  3 経 由 で 行 な っ て い る 。

波 形 記 録 と 、次 の 項 目 で 述 べ る ブ ロ ッ タ 出 力 を 実 行 中 、モニタステーションでは他の処理を  
す る こ と は で き な い 。

4 • 波形の出力
D S  — L I N K サ ー バ に 記 録 さ れ た 波 形 の デ ー タ は 、プロッタかデイスブレイに出力させる  

ことが可能であり、 そ の 操 作 は 、波 形 記 録 と 同 様 に D S  — L I N K 上のモニタステーション以  

外 の ス テ ー シ ョ ン か ら 行 な う 。



ステ一ションのデイスブレイへの  

波形表示はクライストロン単位で行  
う。最 大 で 6 つの波形を重ねて表示  

さ せ る こ と が 可 能 で 、波形の変動を  

見 る の に 有 効 で あ る 。 また、出力R  

F 波 形 に つ い て は 、拡大して表示す  

る 機 能 を 持 た せ た 。プロッタへの出  
力 は セ ク タ 単 位 で 行 な う 。

デ ィ ス ブ レ イ へ 表 示 す る 場 合 は 、 
そ の ス テ ー シ ョ ンから直接サーバの  

ハードディスクをアクセスするだけ  
な の で 、モニタステーションの動作  

に は 関 係 な く 実 行 す る こ と が で き る , 

また、複数のステーションで同時に  
操 作 す る 事 も 可 能 で あ る 。
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図 2 • ディスプレイへの出力例
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こ の シ ス テ ム の 完 成 に よ り 、波形 

記録に要する時間は従来の方法に比  

ベ 大 幅 に 短 縮 さ れ た 。波形の表示機  

能 に つ い て も 、記録済みのデータの  

比 較 を す る 場 合 等 、非常に有効であ  

る。

全 て の 操 作 は D S - b I N Кのど 

のステーションからでも操作できる
よう設計したが、モニタステーションも含め、その動作に若干不安定な点が見受けられ、 また、 
肌 理 速 度 に つ い て も 向 上 の 余 地 が あ る の で 、 ソ フ ト ウ ェ ア を 見 直 し 対 応 し て い く 予 定 で あ る 。

図 3 • ブロッタへの出力例


